
2018全国廃校活用セミナーin兵庫県篠山市
　日時　平成30年10月19日(金曜日)　13：00～16：40
　場所　里山工房くもべ(兵庫県篠山市)　
　
　主催　一般財団法人都市農山漁村交流活性化機構（まちむら交流きこう）
　後援　篠山市

＜開催趣旨＞ 
　農山漁村地域においては人口の減少や高齢化、社会資本の老朽化や廃校等の増加に伴い集落
機能や地域活力の低下が進んでおり、農山漁村に受け継がれている豊かな地域資源を最大限活
用した地域の活性化に取り組むことが必要とされています。このため、都市と農山漁村の共生・
対流を推進し、都市住民や消費者ニーズに応えるとともに、コミュニティ・ビジネスの展開、
それを担う人材の育成等により地域の活性化とコミュニティの再生を図るため、全国廃校活用
セミナーを開催します。
＜プログラム＞
11:15 ～ 12:30 昼食 (※希望者のみ /予約制 /ランチバイキング ) 
12:30 ～ 13:00 開場・受付
13:00 ～ 13:10 ◆開会
13:10 ～ 13:30 ◆概況説明 ( 全国の廃校活用に係る情報提供等 )
13:30 ～ 15:30 ◆事例報告
  　 　◇「ノマド村」( 旧生穂第二小学校 /兵庫県淡路市 )
  　　 　◇「舟伏の里へおんせぇよぉ～」( 旧北山小学校 /岐阜県山県市 )
  　　 　◇「質美笑楽講」( 旧質美小学校 /京都府京丹波町 )
  　　 　◇「里山工房くもべ」( 旧雲部小学校 /兵庫県篠山市 )
15:30 ～ 15:40 休憩
15:40 ～ 16:30 ◆パネルディスカッション ( 意見交換・質疑応答等 )
16:30 ～ 16:40 ◆閉会

  
【費　　用】 セミナー参加費３,０００円 ( 資料含む )、昼食代１,５００円 ( 希望者のみ )　
【支払方法】 当日現金
【募集方法】 事前申込
  以下のWEB より参加申込書をダウンロードいただき、FAX にてお申込み下さい。
  https://satomono.jp/tour-seminar/26009/
【募集人数】 ５０名
【募集期間】 平成３０年７月中旬～１０月１０日 ( 水曜日 )
  ※定員になり次第、募集を締め切ります。
【問合せ先】 一般財団法人都市農山漁村交流活性化機構業務第１部グリーン・ツーリズムチーム
　  〒101-0042 東京都千代田区神田東松下町 45 神田金子ビル５階
　  TEL: 03-4335-1983 FAX:03-5256-5211　E-mail:haiko＠kouryu.or.jp



◆事例報告「ノマド村」　
　旧生穂第二小学校/兵庫県淡路市
　□閉校/2009年
　□開設/2010年.3月～
　□開設主体/NPO法人淡路島アートセンター
　□運営/ハタラボ島協同組合(2016年より)
　□活動/イベントの運営、ワークスペースの運営/貸付、
　　ノマドワーカーの支援等

◆事例報告「舟伏の里へ　おんせぇよぉ～」
　旧北山小学校/岐阜県山県市
　□閉校/1997年
　□開設/2013年10月～
　□開設主体/山県市里山再生委員会
　□運営主体/舟伏の里へ　おんせぇよぉ～
　□活動/農家レストランの運営、イベントの食事提供等

◆事例報告「質美笑楽講」　
　旧質美小学校/京都府京丹波町
　□閉校/2011年
　□開設/2012年4月～
　□開設主体/質美地域振興会
　□運営主体/質美地域振興会質美笑楽講管理運営委員会
　□活動/イベントの開催、教室の貸付等

◆事例報告「里山工房くもべ」　
　旧雲部小学校/兵庫県篠山市
　□閉校/2010年
　□開設/2013年11月～
　□開設主体/くもべまちづくり協議会
　□運営主体/合同会社里山工房くもべ
　□活動/カフェレストランの運営、農産物直売所の開設、
　　イベントの開催、教室の貸付等

◆講師　富田　祐介　ハタラボ島協同組合メンバー/株式会社シマトワークス代表
1981年兵庫県神戸市生まれ。大学卒業後、建築設計の仕事に従事。その側ら、東京や淡路島を中心にイベントの企画活動を行う。2011
年、「淡路はたらくカタチ研究島」立上げ後、事業推進員として勤務し、淡路島の洲本市へ移住する。2014年、淡路島を中心に企画・戦
略提案を生業としていくため「シマトワークス」を設立し、淡路島を拠点に食・観光・研修・新規事業の企画提案を行う。2016年、仲間
とともに「ハタラボ島協同組合」を設立し、ノマド村(旧生穂第二小学校)の運営管理をスタートする。

◆講師　山口 晋一　舟伏の里へおんせぇよぉ～代表/山県市集落支援員/山県市北山公民館主事/やまがたフットパス実行委員会代表/山里
生活体験推進委員会代表/フォトグラファー
1981年、岐阜県山県市生まれ。短大卒業後、パソコン関係の仕事に従事。2010年、故郷の山県市にUターン。2012年、緊急雇用制度で地
域活動の仕事を行う。2012年　山里生活体験推進委員会を立ち上げ体験プログラムを企画・実施。2013年から山県市集落支援員に従事
し、農家レストラン「舟伏せの里へ　おんせぇよぉ～」の立ち上げ・運営に携わり、2017年4月年より代表を務める。同年、山県市の体
験プログラムを実施・紹介する団体、「やまがたフットパス実行委員」の代表となり、山県市の体験サイト「山県ツアーズ」、山県市の
通販サイト「山県マーケット」を立ち上げる。

◆講師　谷 文絵　質美笑楽講学校管理運営委員会委員/絵本ちゃん店主
1964年、京都府京都市生まれ。短大卒業後、大学勤務。結婚、出産を経て、京都市内の児童書専門店えほん館のスタッフとして従事。そ
の後、夫の実家のある京丹波町質美に2000年に移住。地域の中心だった質美小学校の読書指導員として本に囲まれながら子供たちをサポ
ートする。2012年、質美笑楽講(旧質美小学校)に「絵本ちゃん(絵本専門店)」を開設する。

◆講師　今井　進　合同会社里山工房くもべ代表社員
　
1949年、兵庫県篠山市生まれ。1972年、多紀郡教育事務組合教育委員会に勤務。1982年、篠山町立篠山歴史美術館の設置とともに学芸
主任として勤務後学芸員となる。1998年篠山城大書院復元準備室に移り、篠山城大書院の復元に携わる。のち篠山市の人権推進部長、
教育部長を歴任し2007年、退職。2008年、くもべまちづくり協議会事務局長として地域活動に従事。2010年旧雲部小学校閉校と同時に
跡地利用に関わる。2013年、旧雲部小学校の跡地を活用した合同会社里山工房くもべの代表社員を勤める。

事例報告及び講師紹介


